
報告事項 ケ

企画展「ＯＣＥＡＮ！ 海はモンスターでいっぱい」の開催について

企画展「ＯＣＥＡＮ！ 海はモンスターでいっぱい」の開催について、別紙のとお

り報告します。

平成２３年６月２８日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一



企画展「OCEAN! 海はモンスターでいっぱい」の開催について

１ 展覧会名 企画展「OCEAN! 海はモンスターでいっぱい」

２ 会 期 平成２３年７月１６日（土）～８月２８日（日） ４４日間（無休）

午前９時～午後５時（土、日、祝日は午後７時まで）

３ 会 場 鳥取県立博物館 第１・第２特別展示室

４ 主 催 鳥取県立博物館、読売新聞社

５ 特別協力 林原自然科学博物館

６ 協 賛 日本通運株式会社、株式会社モリックスジャパン、株式会社吉備総合電設、

三和商事株式会社

７ 入 場 料 一般 800 円（団体・前売 600 円）／小・中学生、高校生、学生は「無料」

入場料免除：学校教育活動での引率者、障がいのある方・要介護者等及びその介護者、70 歳以上の方 
８ 概 要 さまざまな生物の進化の舞台である「海」。繁栄と絶滅をダイナミックに

繰り返しながら、生命のバトンは途切れることなく今日まで続いてきた。

この展覧会では、巨大なクビナガリュウをはじめ、海という環境に適応し

てきた「海のモンスター」たちを約 300 点（内、約 80 点は当館所蔵）の

標本や復元画で紹介する。海の生きものたちの 6億年におよぶ多様性の歴

史から、進化の本当の意味と私たちの未来を考える。

１ 展示構成と展示資料

Ⅰ プロローグ・・・・・アンモライト

Ⅱ 海にくらす

1.海というすみか・・・ウミユリ、リュウグウノツカイ、オサガメ、イリエワニなど

2.海の大きな生きものたち・・・クロミンククジラ、クビナガリュウ、タカアシガニなど

3.とらえる、食べる・・・ダンクルオステウス、オウギハクジラ、アオウミガメなど

4.泳ぐ、はう・・・ネズミザメ、エラブウミヘビ、タラバガニ、三葉虫など

Ⅲ ６億年 海のニュース

1.みんな海でうまれた

2.多様な生物あらわる！・・・エディアカラ生物群、アノマロカリスなど

3.魚のいない海・・・ウミサソリ、アンモナイトなど

4.魚の登場・・・ユーステノプテロン、シファクティヌスなど

5.ペルム紀末の大絶滅・・・フズリナなど

6.爬虫類、海へ・・・ステノプテリギウス、エラスモサウルス、ティロサウルスなど

7.哺乳類、海へ・・・ステラーカイギュウ、パキケタス、バシロサウルス、ジュゴンなど

8.今も生き続ける・・・シーラカンス、オウムガイ、リュウグウオキナエビスなど

Ⅳ エピローグ

２ 関連事業

◇海のモンスターをスケッチしよう！（展示室内、随時）

◇〔美術・自然コラボ企画〕くびなが竜をつくろう！

日時：7 月 30 日（土）14:00～16:00／場所：当館会議室・展示室／

対象：幼児・小学生とその保護者及び中学生／定員 30 名

◇化石レプリカをつくろう！

日時：8 月 7 日（日）①10:00～12:00 ②13:30～15:30／場所：当館会議室／

対象：小学生とその保護者及び中学生／定員：①②とも各 20 名






